




































































































断><メタ認識>という 4種の「命題めあてのモダリテイJと叙法の関係について考察する。 4.1 
節では<真偽判断>のモダリティを表す文の中で，creer (tl由lk)を主動詞とする疑問文の従属節に
接続法が使用されている場合には，聞き手の応答がsi(yes)， no (no)ではなく，補文命題に対する自ら















ために使用されるとする。 4.4節では，スペイン語のesque (it isthat)の本質的意味は，倒置指定文
として，く反事実推論><理由推論>を経て，複数命題の中から単一命題を指定することであるの
に対し，日本語の「ノ(ダ)Jは，話し手が自らの事態認識を明示するメタ言語形式であることを明
らかにする。また，叙法の観点からは，Es que (It is出at)構文で指定される命題は， RealislIrrealisに関







































著者はまず， ]im白 ez]uli~ (1989)に基づき，ラテン語に存在した5類の叙法が3類に収束したことに
伴い，以前は叙法によって表されていた，話者の心的態度を表す手段を他に求める必要性が生じたこ
とに言及する。この結果，スペイン語においては叙法動調(poder(can， may)/ deber (must)/ querer 


































10 ma，Jor (maybe)は，quiza/ tal. vez/ acaso (perhaps)と意味的に類似するにもかかわらず，後者が直説
子長二議説法を許すのに対して，前者は直説法としか共起しない。従来の研究では，この事実が指摘さ
れるのみで原理的説明はなされてこなかった。著者は，この要因を， a 10 mejorが「可能性判断」を意
味するという点に求める。可能性判断とは，話し手の心の中に複数の命題が想起され，そのいずれも
が起こる「可能性がある」ことを示すものである。このことに従い， a 10 mejorでは次のような文が可能とな
る。

























Parece que […直説法… J(It seems that S) 
Es probab1e que […接続法…](It is pro bab1e that S) 
このような使い分けは，本論文では主節述語が示す「確信度」の違いによるとされており，この見解は正




[Parece que] [Maria esta (直説法) en casaJ. (マりアは家にいるようだ)
という文において， [Parece queJの部分は非断定を， [Maria esta en casaJの部分は真であるという判断
を表すとされているが， r真であるという判断Jr (非)断定」という概念規定が暖昧であり，そのことが，論
述における幾分か恋意的な論理展開に繋がっているとの指摘があった。概念規定については，他にも，
「判断を差し控えるJという言明における「差し控えるJという概念や，接続法の使用に関する重要な主
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張である「背景化Jの概念の本質的な点が抽出されていないのではないかとの意見もあった。
さらに，日本語に関する議論が，スペイン語の論点を補強する目的でなされており，日本語そのも
のについての新たな知見の発掘が十分ではないという指摘もあった。例えば，メタ認識のモダリティと称
されている「のだ」文について， r行く(f):ならJUのだJ文)では命題めあての認識を明示しているが， r行
くならJではそのような認識を明示していないということが本当に言えるのだろうかという質疑もなされた。
また，活用についても，本論文では事iJえば veng旦(直説法)→veng主(接続法)のように，接続法が直
説法の屈折語尾に変更を加えたものであると主張されているが，スペイン語形態論，あるいは歴史的
変化を考慮すると，別の見方をする方が妥当であろうという意見も出された。
しかしながら，急いで付け加えれば，全ての点において完壁である論文はあり得ず，上で示した問題
点が本論文の価値を無にするということは決してない。著者が本論文中で提示した原則は十分に明示
的なものであり，スペイン語における叙法とモダリティの研究に対して多大な貢献をなすものである。こ
の分野における今後の研究は，これらの原則の妥当性を追試することから始めなければならない。本
論文は，最終解に至る道のりにおける中間解としての集大成であり，今後の研究に対する試金石でも
あるという点において，知見の領野を大きく拡大したと言えよう。なお，本論文は，言語学の専門出版
社である「くろしお出版」から，本年9月末に単著書として刊行されることが既に決まっていることを付記
しておきたい。
以上述べてきたことより，本論文は博士の学位に十分に値する業績であるという点で，審査委員全
員の意見が一致した。
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